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4月25日号　 主 な内 容

あだちの計画最前線 学校教育
/ みんなの健康 ( 2) ( 3)面

奥の細道300年
旅立ちの再現「千住宿」( 4) ( 5) 面
湯河原「あだち 荘」7月20日オープン
くらしの情報/ひろば・掲示板( 6) ( 7) 面

ちゅう も～く

注 目! ! あ

だちの
自 然

自然のめぐみの少ない都会で暮らす私たちにとって、緑や水、
生物との出会いは、とても大切なことです。区では、区民のみな
さんに、緑や自然に対する関心を高めていただくため「環境ウォ
ッチング」や「あだちグリーンフェスティバル' 89」を計画しまし
た。みなさんも自然とふれあう時間をつくってみませんか。

あ
な
た
も
環
境
観
察
員

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

参
加
者
募
集

自
然
は
、
人
間
が
生
活
す
る
う

え
で
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い

ま
す
。
一
度
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
ら
取
り
返
し
が
つ
か

な
く
な
り
、
人
間
の
生
命
を
乱
叫

む
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

快
適
で
濶
い
の
あ
る
豊
か
な
自

然
環
境
を
守
り
、
創
造
し
て
い
く

た
め
の
意
識
の
向
上
が
必
要
で

す

。
今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て

。

「
環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
環
境
観

察
員
を
募
り
、
星
や
空
、
鳥
、
魚
。

昆
虫
な
ど
身
近
な
自
然
を
観
察
し

て
も
ら
い
報
告
集
と
し
て
ま
と

め
、
環
境
保
全
の
P
R

、
自
然
環

境
に
対
す
る
意
識
や
愛
着
心
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

自
然
を
愛
し
、
守
る
活
動
。
あ

な
た
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

種
類
と
内
容

□
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

星
の
定
点
観
察

□
ス
カ
イ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

目
標
物
(
富
士
山
等
)
の
観
察

□
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

野
鳥
の
観
察

□
生
き
も
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

(自
由
研
究
課
題
)

剛
▽
フ
ィ
ッ
シ
ュ
(
魚
の
生
息
)

▽
プ
ラ
ン
ト
(
値
物
の
分
布
)
　

▽
イ
ン
セ
ク
ト
(
昆
虫
の
生
息
)

▽
ア
ニ
マ
ル
(

そ
の
他
小
動
物

の
生
息
)

観
察
等
の
期
間

四
季
を
通
じ
て

実
施

対
象
者

小
学
5
年
生
以
上
の
区

民
お
よ
び
区
内
在
勤
・
在
学
者

募
集
人
員

全
体
で
刪
人
(
先
着

順
)
、た
だ
し
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
は
5
0人

申
込
期
限
4

月
2
8日
(
金
)

環
境

ウ

ォ
ッ
チ
ン

グ

説

明

会

日
時
6

月
1
0日

王
)
、
午
匯
2
　

時
3
0分

場
所

産
業
振
興
館
(
入
場
無
料
)

対
象

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
申
込

者
お
よ
び
区
民
の
方

内
容

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
説

明
等

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
講
演
会

「
地
球
を
見
直
す
」

日
時
5

月
2
0日
(
土
)
、午
後
2
　

時
3
0分

場
所

文
化
会

館
別
館
(
入

場
無
料
)

対
象

ス
タ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
申
込
者
お

よ
び
区
民
の

方
内
容

ス
タ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
説
明
等

講
師

草
下
英

明
氏
(
科
学

評
論
家
)

1
い
ず
れ
も
I

申
込
方
法
・
問

合
せ
先

本

庁
舎
・
環
境

課

調
整

係

(
　
8
8
2
1
1
　

1
1
㈹
)
へ

電
話
予
約

西 新井大師の
シマリスくんも
ウ ォッチング

自然 が多< 残る荒川 河川敷

あだち

グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
8
9

区
民
の
み
な
さ
ん
に
、
緑
に

観
し
み
、
緑
へ
の
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
「
あ
だ
ち
グ

リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
匐
」

を
開
催
し
ま
す
。

多
彩
な
催
し
で
み
な
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時
5
月
1
4
日
(
号
午
前
　

1
0
時
～
ぞ
悛
4
時
(
雨
天
決
　

行
)

場
所

都
市
農
業
公
菌
(
箆
浜

2
-
4
4

西
新
井
駅
西
口
か

ら
東
武
バ
ス
都
市
農
業
公
園

行
き
、
終
点
下
車
)

Λ
主
な
催
し
物
V

▽
時
間
帯
で
行
う
も
の

記
念
植
樹
、
苗
木
・
土
の
無

料
配
布
、
緑
の
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
(
賞
品
あ
り
)
、緑
の
カ

ル
チ
ャ
ー
教
室
(
生
垣
の
作

り
方
等
の
実
演
)
、も
ち
つ
き

(お
も
ち
の
配
布
)
、
緑
の
コ

ン
サ
ー
ト
(
中
学
生
の
プ
ラ

ス
バ
ン
ド
)
、
他

▽
終
日
行
う
も
の

花
・
苗
木
の
即
売
会
、
各
種

パ
ネ
ル
展
示

、
ミ
ニ
S
L

連

転
(
無
料
)
、緑
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
、
他

※
な
お
、
当
日
配
布
す
る
物
に

は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

。
品

切
れ
の
瞭
は
、
ご
容
赦
願
い
ま

す

。
ま
た
、
車
で
の

ご
来
場
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎

・
緑
化
係
　

皎

-
1
1
1

㈹

〝まぶしいのはYES カラー〟
それはグリーンです

5 月14 日(日) 午前10時～午後4時
都市農業公園

区役所は

第2 、第4 土曜日
休みで す

4
月
か
ら
第
2

・
4

土
曜
日

は
、
区
の
事
務
(
戸
籍
、
住
民
票

、

印
鑑
登
録
、
税
務
、
国
民
健
康
保

険
、
国
民
年
金
等
)
が
休
み
に
な

り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
小
・
中
学
校
、
図
S

館
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
は
、

原
則
と
し
て
今
ま
で
ど
お
り
閧
き

ま
す
。
ま
た
、
埋
火
葬
許
可
証
の

発
行
、
死
亡
届
、
婚
姻
届
等
の
受

領
等
は
、従
来
ど
お
り
行
い
ま
す

。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
企
画
課
　

8
8
2
-
1
1
1
㈹

新 シ リ ー ズ

身近な自 然 ( 1
)

モ ン シ ロ チ ョウ

寒
さ
の
厳
し
い
冬
は
も
ち
ろ

ん
、
今
年
の
よ
う
な
暖
冬
で
も

春
の
訪
れ
は
だ
れ
で
も
待
ち
ど

お
し
い
も
の
で
す
。
都
市
化
が

急
激
に
進
む
足
立
に
も
、
心
や

さ
し
い
自
然
は
、
私
た
ち
の
気

づ
か
な
い
う
ち
に
春
を
運
ん
で

き
て
く
れ
ま
す
。

呑
の
到
来
を
ま
つ
先
に
知
ら

せ
て
く
れ
る
の
は
、
道
端
に
青

色
の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
オ

オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、そ
し
て
花

か
ら
花
ヘ
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と

、
か
弱

そ
う
に
飛
ん
で
い
る
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
で
し
ょ
う

。
そ
の
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
、
と
て
も
気
温

に
敏
感
で
、
寒
い
日

は
、
葉
の
か
げ
で
羽

を
半
ば
開
い
て
太
陽

の
熱
を
吸
収
し
て
い

る
姿
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。

春
に
乱
舞
し
て
い

た
そ
の
姿
も
夏
に
な

る
と
め
っ
き
り
少
な

く
な
り
、
秋
に
再
び

そ
の
姿
を
現
し
ま

す
。
活
動
の
適
温
が

摂
氏
1
8度
か
ら
2
0度

だ
か
ら
で
す
。
蜜
を

求
め
、
ど
の
花
に
も

と
ま
る
よ
う
に
見
え
る
モ
ン
シ

ロ
チ
ョ
ウ
も
、
花
の
形
や
に
お

い
を
た
よ
ら
ず
、
色
を
た
よ
り

に
花
を
探
し
て
い
ま
す
。

赤
や
青
の
花
は
よ
く
見
え
る

と
い
う
か
ら
不
思
巌
で
す
。キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
植

物
に
産
卵
す
る
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ

ウ
、そ
の
メ
ス
は
一
生
に
I
度

し
か
交
尾
し
ま
せ
ん
。そ
の
た

め
I
度
交
尾
し
た
メ
ス
は
、
オ

ス
が
近
づ
く
と
突
然
羽
を
広

げ
、
腹
を
ほ
ぼ
垂
直
に
立
て
て

交
尾
を
拒
否
し
ま
す
。そ
ん
な

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
と
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
観
察
も
一
段
と

楽
し
く
な
り
ま
す
。

A
古
千
谷
小
学
校
教
頭

武
田
輝
男
V

葦
立
ち

こ
の
4
月
か
ら
、
区
役
所
は

月
2
回
、
第
2
・
第
4
土
曜
日

が
限
庁
に
な
り
ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に

対
し

、
改
め
て
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

す
で
に

、
金
融
機
関
は
、2

月
か
ら
完
全
週
休
2
日
制
に
入

っ
た
ほ
か
、
国
が
1
月
か
ら

、

都
が
4
月
か
ら
隔
週
土
竃
閉
庁

に
入
っ
て
い
ま
す

。

労
働
時
間
の
短
縮
は
、
国
際

社
会
の
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て

い
ま
す

。

欧
米
先
進
国
の
労
働
時
間

は
、
西
ド
イ
ツ

、
フ
ラ
ン
ス
が

年
間
千
瞋
時
間
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
が
千
伽
時
間
。
こ
れ

に
対
し

、
日
本
は
2
千
s
時
間

と

、
西
ド
イ
ツ
に
比
べ
て
沺
時

間
、
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
も
加

時
間
も
多
い
の
で
す
。

と
か
く
、
諸
外
国
は
日
本
の

「
働
き
バ
チ
」
に
強
い
批
判
を

浴
び
せ
て
い
ま
す
。

強
過
ぎ
る
日
本
経
済
、
貿
易

摩
擦
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
こ

と
は
事
実
で
す
。

し
か
し

、
こ
れ
だ
け
の
数
値

を
つ
き
つ
け
ら
れ
る
と
、
国
際

世
論
を
無
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
は
、
昨
年
4
月
、
労
働
基

凖
法
を
改
正
。
法
定
労
働
時
間

を
段
階
的
に
短
縮
し

、
将
来
は

週
4
0時
間
に
す
る
こ
と
を
明
記

し
ま
し
た

。

人
生
8
0
年
社
会
。

活
力
あ
る
、
ゆ
と
り
創
造
社

会
を
め
ぎ
し
て

、
労
働
時
間
短

縮
に
よ
る
余
暇
時
間
を
、
い
か

に
有
効
に
使
う
の
か

。
私
透
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
(
生
活
様
式
)

そ
の
も
の
を
見
直
す
時
が
き
て

い
ま
す

。
区
長
　
古
性
直
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レポート あだちの計画最前線

21 紀へはばたく子供たちへ

学校教育
足立区では、「まちつくり」「人生部年

時 代における社会のしくみづくり」「都市

生活における快酒性の誘郡」を璽点施策

として、産業振興、地区環境整備、福祉

総合計廻、生涯学習計画、水回廊計画な

どによ り旒集を推進しています。

今回は、これらの施策の中から、多様

化が求められている学校教育にスポット

を当て、国際化・高度情報化などに対応

した「あだちの計鈿」をお知らせします。

国

際

化

外
国
人
と
の

ふ
れ
あ
い
教
育

国
瞭
化
が
急
速
に
進
む
な
か

、

区
で
は
他
国
の
言
葉
や
文
化
な
ど

へ
の
理
解
を
深
め

、日
本
の
文
化

、

卮
硬
の
再
肥
識
を
す
る
な
ど
、
国

瞭
理
騨
戦
野
を
姐
め
る
た
め

、
中

学
校
5
校
に
L
・
L
(
語
学
学
習

装
一
)

を
整
爾
し
た
り

、
外
国
人

講
師
を
派
産
。
ま
た

、
中
学
生
の

糎
外
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す

。外
国
人
講
師
の
派
遣

一
部
の
中
掌
校
で
行
わ
れ
て
い

た
外
国
人
講
師
に
よ
る
英
語
の
授

業
を
昭
和
6
2
年
度
か
ら
区
内
の
全

中
掌
校
で
実
施
し
て
い
ま
す

。

生
徒
は

、
外
国
人
講
師
と
直
接

会
話
を
交
わ
し
た
り
、
外
国
人
と

接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
と
異

な
っ
た
生
活
習
慣
や
外
国
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
海
外
派
遣

昭
和
6
1年
度
か
ら

、
区
立
中
学

校
2
年
生
を
対
象
に
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ベ
ル

モ
ン
ド
市
へ
、
1
0日
間
の
取
育
便

節
団
を
凧
遣
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
昨
年
よ
り
5

人
ふ
や

し
、
2
0人
の
生
徒
を
派
遣
す
る
予

定
で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
の
派
遣
期
間
中
、
4
日
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
行
い
、
生
き
た

英
金
話
に
ふ
れ
な
が
ら
、
家
庭
生

活
の
あ
り
男
や
風
俗
、
習
慣
の
違

い
な
ど
を
学
ぷ
と
と
も
に
、
国
畷

交
流
の
一
役
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

未

来
ヘ
ジ

ャ
ン

プ
!

足
立

の
子

供
た

ち

外
国
人
講
師
に
よ
る
英
語
授
業

高

度

情

報

化

ビ
デ
オ
等
を
使
っ
て

楽
し
く
学
習

急
速
に
進
む
膺
覗
化
社
会
。
次

代
を
廻
う
児
重
・
生
徒
に
と
っ
て

A
V
(
校
内
放
送
放
映
機
器
)

や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情
報
厩
器

を
便
っ
て
学
習
す

る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
す

。

ま
た

、
こ
れ
ら

の
機
器
を
活
用
し

た
学
習
は

、
学
習

内
野
の
理
解
を
助

け
た
り

、
興
味
を

痔
つ
こ
と
に
よ
る

学
習
意
欲
の
向
上

な
ど

、
徴
青
効
果

を
高
め
る
の
に
大

い
に
役
立
っ
て
い

ま
す

。

区
で
は

、A
V

シ
ス
テ
ム
夸
す
で

に
全
中
学
校
に
設

置

。ま
た

、小
学
校
に
は

、
今
年
麦
4
0

校
(
既
設
5
校
含
む
)
に

、
平

呎
2
年
度
に
は
全
校
に
設
置
す
る

予
定
で
す
。

A
V
を
設
置
し
た
学
校
で
は

、

校
内
一
ア
レ
ビ
放
送
や
ビ
デ
オ
を
哽

っ
た
授
翼
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た

、
児
童
・
生
硬
た
ち
の
手

に
よ
る
番
組

、
ビ
デ
オ
教
材
作
り

な
ど
、
夢
を
持
っ
た
学
習
教
材
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か

、
小
・
中
学
校
ヘ
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入

し
、
授
業
分
析
な
ど
に
利
用
し
て

学
習
指
導
の
向
上
に
役
立
て
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

僅
っ
た
授
業
、
C
A
I

歓
育
を
行

う
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

芸

術

に
親

し
む

移
動
美
術
館

の
実
施

児
童
・
生
徒
の
膺
換
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
を
聴
く
『
音
楽
鑑
賞
教

靈
』
な
ど
を
閲
催
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
元
年
麦
よ
り
、
中
学

校
を
対
象
に
「
移
動
美
術
館
」
を

実
鹿
し
ま
す
。

著
名
な
験
画
の
榎
製
圃
を
購
入

し
、―
校
あ
た
り

約
2
週
間
の

「
美
術
館
」
を
開
き
、
竿
2
回
開

催
す
る
予
定
で
す
。

生
徒
た
ち
が
じ
か
に
名
園
に
接

す
る
こ
と
に
よ
り
、
絵
画
へ
の
黄

味
を
高
め
、
芸
術
作
品
に
感
動
す

る
心
を
育
て
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

A
V
を
利
用
し
た
校
内
放
送

国 際 化 の 中 、学 校
教育の充実を図ります

佐藤昭司学校教育部長

最
近
、
日
常

生
活
の
中
で
も

外
国
人
と
ふ
れ

あ
う
機
会
が
増

え
て

き
ま
し

た
。
園
際
化
が

急
速
に
進
ん
で

い
る
の
を
身
近

に
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

蒔
代
に
、
牟
校

教
育
全
体
を
通

し
て

、
世
界
の

人
び
と
の
生
活

や
又
化
に
対
す

る
理
解
を
瀕
め
、
尊
重
す
る

態
度
を
育
て
る
こ
と
は
大
変
S

要
な
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
実
際
に
国
際
理

解
教
育
や
外
国
語
教
育
の
充

実
を
顰
む
声
が
多
く
麕
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
こ
の
よ
う

な
妥
請
に
応
え
、
2
1世
紀
を

但
う
人
間
性
豊
か
な
国
際
人

を
弯
嵎
す
る
た

め
の
施
策
を
推

進
し
て

い

ま

す
。オ

ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
の
中
学

生
の
派
遣
、
L
・
L

教
童
や
外
国

人
講
師
の
授
業

な
ど
で
す
。

国
際
化
に
対

応
し

た
教

育

は
、
生
徒
と
学

校
の
先
生
方
の

男
力
で
膏
っ
て

い
き
ま
す
。
今
後
、
各
学
校

に
お
け
る
研
修
・
実
践
を
一

層
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

英
語
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
り
ま
し
た

第
十
六
中
学
校
・
小
西
照
明
教
頭

第
十
六
中
学
校
で
は
、
昭
和

5
5年
に
英
晒
授
粟
の
た
め
L
・
L

教
室
が
で
き
た
の
を
機
会

に
、
外
国
人
講
師
に
よ
る
授
業

を
行
っ
て
孝
ま
し
た
。

生
徒
が
外
国
人
と
直
接
会
話

を
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
異
文

化
を
肌
で
感
じ
、
英
晒
へ
の
興

味
を
梓
た
せ
る
の
か
、
ひ
と
つ

の
目
的
で
す
。

現
在
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
岨
み
込
ん
だ
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
生
徙
た
ち
か
ら

は
、
楽
し
い
、
夷
晒
が
好
き
に

な
っ
た
な
ど
の
意
見
も
聞
か
れ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
夷
晒
教
膏
に
望

ま
れ
る
、
聞
く
力
、
話
す
力
の

向
上
に
つ
な
が
れ
ぱ
よ
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

外国人との会話に

勇気がわいてきました
第十六中学校3 年・河野恵美子さん

外
国
人
の
先
生
に
よ
る
授
業

は
、何
回
か
受
け
て
い
ま
す
が
、

授
業
を
受
け
る
前
は
い
つ
も
、

突
然
話
し
か
け
ら
れ
た
と
き
に

ど
う
答
え
た
ら
よ
い
の
か
と
、

不
安
と
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
授
業
が
始
ま
れ
ぱ

外
国
人
の
先
生
は
、
と
て
も
ユ

ニ
ー
ク
で
。
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え

な
が
ら
、
私
た
ち
の
緊
彊
を
ほ

ぐ
し
て
く
れ
、
い
つ
も
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
国
人
の
先
生
に
よ
る
浸
業

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
外

国
人
に
接
す
る
不
安
が
臧
り
、

外
国
人
と
会
っ
た
と
き
に
挨
拶

を
す
る
勇
気
が
わ
い
て
き
ま
し

た
。も
っ
と
英
晒
が
上
達
し
て
、

外
国
人
の
先
生
と
気
軽
に
会
話

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

量から質・個性化へ
昭
和
3
0
年
代

か
ら
の
急
激
な

児
瘋
・
生
徒
敗

の
増

加
に
よ

り
、
学
校
雇
設
や
木
造
校
舎
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
へ
の
燧
香

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
3
0年
に
は
、

小
学
校
3
8校
、
中
学
校
1
7校
の
計

恥
校
で
あ
っ
た
学
校
取
が
、
現
在

で
は
、
約
2
倍
の
小
学
校
8
0校
、

中
学
校
3
9校
の
計
1
1
9校と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
2
3区
中
―
壽
の
公
立

乍
校
数
(
2
3区
平
均
の
約
2
倍
)

で
す
。

し
か
し
、
学
校
施
設
建
設
か
ほ

ぼ
終
了
し
た
今
日
、
教
耳
内
容
の

質
的
向
上
に
対
応
し
た
諸
施
設
の

充
実
。
個
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
区
で
は
、
老
朽
化
し

た
校
舎
・
休
膏
館
の
窓
枠
や
内
外

装
の
改
修
、
廊
下
、
床
、
照
明
設

儺
の
改
修
や
校
庭
環
境
の
整
爾
を

充
実
さ
せ
、
安
全
で
快
適
な
教
弯

環
塊
づ
く
り
を
遥
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
児
重
・
生
徒
畝

の
飯
少
は
、「
過
大
校
の
解
消
」
と
'

余
裕
教
室
の
一
大
」
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

こ
の
余
裕
教
室
を
「
特
別
教
靈

(多
目
的
教
室
や
進
路
相
談
童
を

含
む
ご
、
「
管
理
赭
室
(
会
議
室
、

更
4
室
等
)
」
と
し
て
整
爾
し
、
編

広
い
教
膏
の
場
と
し
て
利
用
し
ま

す
。入

谷
南
中
学
校
の
建
設

昭
和
6
1年
度
か
ら
舎
人
第
一
小

学
校
と
併
設
さ
れ
て
い
た
入
谷
閘

中
学
校
を
升
画
当
初
の
予
定
地
(

土
地
区
図
整
理
事
業
地
第
1
4
3ブ

ロ
ッ
ク
)
に
新
築
(
舎
人
質
一
小

学
校
か
ら
分
離
)
し
ま
す
。
普
通
教

童
1
5室
、
観
聴
覚
堅
等
の
特
別
吸

室
1
3堅
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
設

備
の
整
っ
た
幸
校
で
す
。
こ
の
4

月
糖
エ
、
平
凧
2
年
9
月
に
聞
校

す
る
予
定
で
す
。

日
光
林
間
学
園
も
改
築

ま
た
、
老
朽
化
し
た
日
光
林
間

学
園
も
改
築
し
ま
す
。
新
し
い
施

設
に
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル

ー
ム
、
多
目
的
ホ
ー
ル

、
学
習
ホ

I
ル
な
ど
の
ほ
か

、
身
体
に
(
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
が
利
用

で
き
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ

な
ど
を
備
え

、
豊
か
な
自
然
と
快

適
な
施
設
で
校
外
学
習
か
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
(
平
成
2
年
9
月

開
股
予
定
)
。

給
食
食
器
具
等
の
改
善

学
校
給
食
も
大
切
な
教
育
の
場

で
す

。
区
で
は

、
昭
和
6
3年
度
か

ら
4
年
計
画
で
ア
ル
マ
イ
ト
裂
良

黝
を
強
化
耐
熱
ガ
ラ
ス
製
食
器

(
コ
レ
ール
)

に
切
り
哲
え
て
い

ま
す

。

大
切
な
学
校
給
食
の
時
間
を
美

し
く

、
夢
の
あ
る
ガ
ラ
ス
裂
食
器

に
す
る
こ
と
で

、よ
り
お
い
し
く

、

楽
し
い
嶋
食
を
演
出
し
ま
す
。

急
徽

な
社

会
変

化
の

中
で

学

校

取

膏
も

、
適

切
な

対
C

が

求
め

ら

れ
て

い

ま
す

。

区

で
は

、

今
回

紹
介

し
た

計
画

以
外

に

も
『
人
つ

く
り

』
。「
子

ど

も

た
ち

へ
の

豊

か
な

地
域

教
胄

爾
境

の
提

供

」へ

向
け

、
い
ろ

い
ろ

な
施

策
を

実

施
し
て

い

き
ま

す

。

入
谷
南
中
学
校
(
完
成
予
想
図
)

周辺の景観に合わせ建て替えられた個性豊かな
東綾瀬中学校の体育館ガラス製食器の給食

連
休
期
間
の

休

日

診

療

区
で
は

、4
月
2
9日
か
ら
5

月
7
日
ま
で
の
休
日
(
5

月
1

・
2
・
6
日
は
除
く
)
に
左
頁

の
と
お
り
休
日
診
療
所
を
聞
般

し
て
い
ま
す

。

連休期間の休日診療所

5月の
献 血

恒
例
の
愛
の
献
血
を
左
贇
の
と

お
り
戞
け
付
け
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い

。

受
付
時
間

午
前
1
0時
I
午
後
3
　

時
3
0分
(
昼
食
・
休
憩
時
閥
を

除
く
)

岡
合
せ
先

薦
師
赤
十
手
皿
牋
セ

ン
タ
ー
(
啻
6
9
3
5
7
0
1
)
、
ま

た
は

本
斤
舎
・
保
健
予
防
係

(
魯
貎
1
1
1
1

㈹
)

5 月の献 血日程表

みんなの健康 圈AI 難

本
庁
舎
・
中
央
本
町
庁
舎
・
区
民
事
務
所

あ

ん

な

い

本 庁舎
〒120 千住一丁目4- 18
882- 1111
の 代 表 電 略 によ り ご 用 の 所 鞨 へ

お 取 り 継 ぎ い た し ま す 。

中央本町庁舎 〒12g中央本昭一丁目117- 1所輿別電話番号(匳接ご用の課へ電話してください) 局番はすべて( 880) R です。区 民 事務 所
● 主 な 取り 扱い 業 務

〇 転入 ・ 転出 届 出
〇住 民 票 の 証明 ・ 写 し の 交 付
〇印 鑑 登 録、 印 鑑 証 明

〇戸 籍の 謄 ・抄 本 、 戸 籍 の 諸 証明

〇 外 国人 登録 済 証 明 、 外 国人 の印 鑑 証明
〇 区 税 ・個 人 の 都 民 税 の 収 納 、 納・ 課税 証 明

〇 国 民 健康 保 険 ・ 国 民 年 金 の 収 納お よ び 届 出 など

オ
ンラ インシステムの導

入 により、区民 事務所の
管 轄区域はありません。
区内どこの区民 事務所で
も利用できます。

健
康

ア
ド
バ
イ
ス

老人 性 白内 障

老
人
性
白
内
脯
(
し
ろ
そ
こ

ひ
)
は
無
自
茸
で
始
ま
る
こ
と

か
多
い
の
で

、5
0歳
を
過
ぎ
た

人
は

、
一
贋
足
期
健
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

特
に

、眼
の
疲
れ
が
あ
る

、ま

ぷ
し
い

、か
す
む
、視
力
が
落
ち

た
な
ど
の
足
状
が
見
ら
れ
る
時

は

、
早
目
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い

。
そ
し
て

、
老
人
畦
白
内
皿

と
診
断
さ
れ
た
時
は
次
の
点
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い

。

粛
1
は
、
進
行
か
優
め
て
ゅ

る
や
か
な
の
で

、
鍔
気
と
長
く

付
き
今
つ
こ
と
に
な
る
こ
と

。

高
皿
圧

、
糖
尿
病
等
岐
性
の
病

気
が
あ
れ
ば
必
ず
治
療
し
て
お

く
こ
と

。ま
た

、手
術
に
よ
り
必

ず
冶
る
の
で
安
心
し
て
明
る
い

生
活
を
送
る
こ
と
で
す

。

第
2
に

、
進
行
の
予
防
に
有

洳
な
嵋
眼
薬
、
内
服
薬
を
医
師

の
指
導
で
便
用
し

、
進
行
の
程

濆
に
C
じ

、
定
期
的
に
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い

。
緑
内
爾
等

ほ
か
の
病
気
か
併
発
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

第
3
に

、手
術
の
時
期
は

、職

笑
、
生
活
環
境
等
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が

、
自
分
の
生
活
に
不

便
を
感
ず
る
椪
に
な
っ
た
時
が

週
明
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
4
に
手
術
を
受
け
る
と
き

は

、
手
術
の
方
法
に
つ
い
て
主

治
医
か
ら
よ
く
晩
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い

。
術
慨
、
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ

、
め
が
ね
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
近

は

、
人
工
水
晶
体
を
目
の
中
に

入
れ
る
方
法
も
普
及
し
て
い
ま

す

。A

足
立
区
医
師
会
V
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奥 の 細
道 3 0 0 年

芭 蕉 い ま 出 発 。

浅
1

9
1
1

1
:
綴
冷
水
t
隗
圀

川
)
を
い
さ
ぎ
よ
く
処
分
し
。
文
字
ど
お
り
漂
泊
の
詩
人
ど
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
見
ぬ
「
み
ち
の
く
」
を
目
指
し
て
、
旅
立
っ
て
行
く
彼
の
胸

の
中
に
絶
え
ず
去
来
す
る
も
の
は
、大
い
な
る
期
待
と
不
安
で
し
た
…
。

今
年
は
奥
の
細
道
旅
立
ち
か
ら
3
0
0年
。区
で
は
千
住
の
旅
立
ち
を
記

念
し
て
、
5
月
3
日
(
祝
)
江
東
区
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
、
旧
道
の
旅

の
再
現
、
郷
土
博
物
館
で
の
記
念
講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

5 月3 日 午前11時～
午後3 時

千住・旧日光街道

矢立初め再現
( 江 東 区との 合 間イ ベント)

●江東区から● 形船2そうで千佳大檣魎
●芭蕉にふんする足立・江東両区畏のメッ
セージ交換
●「負の細画」全行程のイラスト入り看板の
肺篳式 など

I
I

大 橋公 園 内

甲
和
羽
年
1
月
、区
が
建
立
し
た

文
学
碑
。『
行
譽
で

』の
句
を

中
心
に
、
前
後
の
奥
の
細
道
の
文
が

副
盍

て
ぃ
る
。

灸
″
叭
ぷ
沢
享
淤
」
a
曾
仰

千住 神社

・ 醢や魎龕も登場します

元I S 蕉弁 当を販 売

● 元 日年当時の弁当の再現

螽矗詒竝 朏L

{
y叉
f
l
S
l
f

鯑
蕎
叭
I
J

氷川神社(千住三丁目)

芭 蕉 記 念 娟 手 ・

芭 薑 テレ ホ ン カ ード

仞 販 売

( 牋擲" )

足立区長ふんする

芭蕉の旧道の旅再現
午後2 時・出発

足立信用金庫( 千佳一丁目) →
本陣跡( サンロード) → 千住

ぽんちよう公園 → 絵罵屋・楠
山家 → 千寿旭小学校

・ 千 住 ほ ん ち よう 公 圃

付 近 で 、 芭 蕉 風 船 と

プ レ ゼ ント 引 き 瞽 え

券 を お 渡 し し ま す

( 1000 人)

エンディング

午 後3 時( 予 定) 千 寿 旭 小 学 校 校 庭

● 芭蕉豆はっぴのプレゼント

(旧遭の旅再現のときの引き醫え券を
お持ちの方)
● 太鼓の演奏
● 大空高く、メッセージ付き風船を凧ば
します

・

俳
聖
、
松
尾
薺
蕪
。
絳
薫
は
寛
永
a
竿
(
1
6
4
4
)

、
三
重
県

上
野
市
ま
た
は
同
県
伊
賀
町
柘
植
に
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
2
9旅
の
と
き
江
戸
に
出
て
、
5

、
6
年
の
う
ち
に
俳
諧
宗
匠

と
な
り
、
門
人
も
か
な
り
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
幾
度
か
の
旅
を
経
て
、
俳
一
一
筋
に
生
涯
を
か
け
る

翦

の
最
後
に
行
き
I
い
た
悟
り
の
境
地
は
ヽ
。か
難

畄

ご
中
に

あ
り
ま
し
た
。

4
6廠
の
と
き
、
彼
は
風
雅
の
遭
を
極
め
る
た
め
に
、
か
ね
て
か

ら
あ
こ
が
れ
続
け
て
い
た
「
み
ち
の
く
」の
古
典
の
申
に
息
づ
く
名

所
、
旧
跡
を
た
ず
ね
る
「
奥
の
細
遭
」の
簾
を
思
い
立
ち
ま
す
。

深
川
の
門
人
杉
風
の
別
荘
を
出
て
船
で
隅
田
川
を
さ
か
の
ぼ

り
、
千
佳
で
上
が
り
ま
し
べ

「
奥
の
細
道
」
で
は
、
干
住
で
の
旅

立
ち
の
横
様
を
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

千
住
に
1
週
間
い
た
芭
蕉
?

「
弥
生
も
末
宅
日
、
明
ほ
の
　
?
?

4

冫
空
煢
々
と
し
て
、
月
添
叭
に

て
光
お
さ
汞
れ
る
物
か
ら
、
不
二
&

猷

み
え
て
、
上
野
、
6
中

の
花
の
梢
、
又
い
つ
か
は
ぐ
心
ぼ

そ
し
。
む
つ
ま
じ
零
か
ぎ
り
は
冐

よ
り
つ
ど
ひ
て
、
舟
に
棄
り
7
区

る
」奥

の
細
逎
で
は
、
門
人
の
S
良

か
同
行
し
ま
し
た
。
肢
の
日
記
で

は
、
3
月
S
日
深
川
を
出
船
し
て
、

午
加
1
1
時
ご
ろ
千
僅
に
上
が
る
と

き
、
奥
の
細
遷
宮
月
2
7
日
の

出
立
と
食
い
違
っ
て
い
ま
す
。
そ
　
　
　
　

I
I
こ
で
、
千
住
宿
逗
留
睨
が
出
る
わ

け
で
歹
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
に
、

旅
立
つ
人
を
渭
傴
之
っ
て
、
街
遭
の

初
宿
ま
で
、
覃
學
や
友
人
ら
が
共

に
す
お
は
、
当
時
の
懦
p
し
で

あ
っ
た
と
y
る
晩
で
、
皆
g
T
缶

に
泊
ま
り
か
け
で
壮
行
<
3
*
m

る
は
ず
だ
と
い
Q

』と
で
す
。

昨
年
、
希
人
大
学
で
「
蒟
珮

の

な
ぞ
」
に
つ
い
て
講
義
し
た
足
立

風
土
記
綢
纂
委
貝
安
藤
義
雄
さ
ん

の
話
を
"
0
6
が
い
ま
し
た
。

「
そ
の
問
唖
は
今
な
お
い
ろ
い

ろ
な
晩
が
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
と
こ
ろ
に
も
宿
泊
し
た
宿
屋

が
わ
か
っ
た
か
ら
調
べ
て
ほ
し
い

と
い
コ
人
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸

聊
と
い
う
旅
蒻
で
、
旧
道
に
面
し

た
勝
専
寺
大
門
の
隣
り
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
古
図
で
見
る
と
、

磴
か
に
旧
道
に
面
し
た
黔
遭
に
聊

専
寺
大
門
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ

の
ほ
か
苧
住
宿
町
並
図
な
ど
を
調

べ
て
も
江
戸
屡
と
い
う
旅
珮
が
あ

っ
た
か
ど
冫
か
も
不
明
で
y
」
　

江
戸
爬
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
&
巴
蕪
は
ほ
か
の
旅
籠
に

泊
ま
っ
た
の
か
。
残
念
な
が
ら
、

は
っ
き
p

し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

千
住
で
せ
ん
別
会
に
I
週
閨
峇
費

や
し
た
豕
蕉
の
受
岑
i
い

裏
め
る

研
究
家
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

や
っち
ゃ場
の
魚
の
目
に
泪

「
千
じ
ゅ
と
云
ふ
所
に
て
弔
を

あ
が
れ
ば
、
前
途
三
千
里
の
お
も

い
胸
に
ふ
さ
が
り
て
、
幻
の
ち
ま

た
に
騅
別
の
函
李
t
I

ぐ
。

ゆ

な

う
を

冫
F

鳥
啼
き
魚
官

殖

慨
を
矢
立
の
初
め
と
し
て
、
行
く

遭
な
を
て

ま
ず
。
人
ふ

塒

に
立
貉
な
ら
び
て
、
匯
か
け
の
み

!

ゆ
蜃
4
ほ
と
見
送
忝
q
Q
べ
し
」

矢
立
初
め
の
句
、『
行
春
や
鳥
啼

き
魚
の
目
は
阻
』
は
5
年
間
に
わ

た
る
李

』う
の
と
き
に
入
れ
た
句

で
、当
叨
は
「
若
鮎
の
白
魚
送
る
別

れ
か
な
」
と
い
う
扣
で

あ
っ
た
と

い
う
説
か
あ
り
李
歹
。
芭
蕉
の
弟

子
の
紀
録
に
、「
若
鮎
の
I

」の

句
が
奥
の
紐
遭
最
初
の
句
で
啻

と
I
か
れ
て
い
る
わ
け
で
、「
行
蔘

や

匚
卜
」の
句
は
元
禄
7
年
初
夏
、

清
書
さ
せ
た
本
に
初
め
て
出
て
き

ま
す
。

こ
の
「
若
鮎
7
」
の
句
の

白
魚
で
す
が
、
隅
田
川
が
清
流
で

あ
っ
た
こ
ろ
河
口
近
く
に
た
く
さ

ん
い
て
、
匣
卵
の
た
め
に
川
を
さ

か
の
1
1
'
、
千
生
で
も
裨
れ
た

名
物
だ
っ
た
卜
`
つ
で
す
。

当
時
か
ら
千
住
に
は
、
川
魚
な

ど
を
道
婦
に
並
べ
た
樫
度
で
す

が
、
や
っ
ち
う
場
(
魚
市
場
)
が

あ
り
ま
し
た
。

「
行
荐
や
I

」
の
句
で
は
、
a

荏
葛
門
人
の
悲
し
み
夸
や
っ
ち

う
場
の
魚
の
目
に
な
ぞ
ら
え

て
、

こ
の
句
參
酥
ん
だ
乞

言
わ
れ
て

い
李
T

。

・

こ
の
旅
は
奥
羽
、
北
陸
の
人
跡
ま
れ
な
や
万
を
歩
き
、
1
5
0日
、

奴
里
の
行
程
を
経
て
、
岐
皐
・
大
曾
【
姶
の
ふ
た
み
に
わ
か
れ
行

秋
ぞ
】の
句
で
、そ
の
蔕
を
お
ろ
し
ま
す
。千
住
旅
立
ち
の
聿
「
行

眷
や
I

一
の
句
に
照
応
し
て
『
行
秋
ぞ
』
の
句
で
終
わ
る
構
想

の
妙
を
は
じ
め
、
擂
こ
う
を
I
ね
た
「
奥
の
細
瓏
」
は
、
日
本
文

学
暈
萵
傑
作
の
紀
行
艾
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
旅
の
5
年
後
の
元
禄
y
卜
年
T
6
9
4
)
、
亨
年
印
綬
で
芭

瀕
は
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

郷土博物館の

記 念 事 業
奥

の

細
道

襄
年
記

念

特

別
展

「
芭

薫

あ

だ
ち

を
行

く
」

芭
蕉
の

旅
し
た
足
立
の
道
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
奥
の
岡
道
に

関
す
る
賢
科
を
農
示
し
ま
す
。

会
期
5

月
3
日
～
1
1月
2
6日
、

午
前
9
時
i
午
唆
5
蒔
(
入
館

は
午
後
4
時
3
0分
ま
で
)

※
5
月
5
日
(
祝
日
)
は
無
料
公

聞
日
で
す
。

記

念
講

演

会

現
代
俳
句
s
会
会
長
で
、
犀
泊

の
俳
人
の
研
究
者
と
し
て
知
穴

る
金
子
兜
太
氏
の
輿
演
会
で
す
。

日
時
5

月
3
日
(
祝
旦

、
午
後

2
時
か
ら

鳩
所

郷
土
薄
物
館
講
璽

・
`
a
9
0
人
(
直
接
会
場
へ
、
先
　

魯
順
)

費
用
い
ず
れ
も
入
館
科
の
大
人
　
s

円
、
小
・
中
学
生
1
0
0円

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
郷
土
薄
初

鰛

魯
讎
～
9
3

芭
薫

の

座

像

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
常
設
展
示
さ
れ

て
い
李
歹
。
昭
和
1
7
年
、
芭
薫
の

生
地
の
上
野
市
に
鮓
聖
殿
か
建
立

さ
n
た
s
、
i
&
r
望

創
2
体
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
扣
年
、
区
が
大
僑
公
園
に

奥
の
紹
遍
矢
立
朷
の
碑
か
瓏
立
し

た
の
を
4
う
か
け
に
、
葛
噂
さ
れ

た
こ
の
像
は
、
そ
の
創
に
あ
た
る

も
の
で
す
。

喙
は
陶
製
で
高
さ
1
0
5
r
'横
圀

气

縦
8
0な
の
等
身
大
。
重
さ
は

約
椢
。。
。
上
野
伊
賀
焼
特
有
の
し

ぶ
み
が
よ
く
出
て
い
て
、
芸
術
作

品
と
し
て
も
賢
れ
て
い
ま
す
。

芭
蕉
の
座
像

シ リ ー ズ

足立の文化財

干
住
三
丁
目

氷
川
神
社
(
旧
社
殿
)

(足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
・
建
造
物
)

所
在
地
…
千

住
3
-
2
2

千
住
三
丁
目
次
川
神
紅
は
、
徳

冶
2
年
T
～
7
)
に
千
葉
氏

に
よ
っ
て
、
千
佳
三
丁
目
牛
田
に

千
葉
山
西
光
院
と
共
に
創
碌
百
れ

ま
し
た
。

千
住
が
宿
場
町
と
し
て
栄
え
始

め
た
江
戸
蒔
代
初
期
、
現
在
砲
に

旭
主
の
士
地
奉
哨
に
よ
っ
て
分
社

が
建
て
負

ま
し
た
。

そ
の
浚
、
明
治
4
3年
(
1
9
1
0
)

荒
川
放
水
路
遡
設
の
た
め
牛

田
水
川
神
竍
笳
函

祀
し
、
さ
ら
に

昭
和
4
5年
T
9
7
0
)

に
社
殿

を
新
築
し
、
旧
廿
殿
を
汞
杠
と
し

て
保
存
し
ま
し
た
。

旧
社
殿
向
拝
所
正
面
は
、
千
鳥

破
風
、
そ
の
前
面
が
一

破
風
と
な

り
ヽ
二
重
の
扈

恚

芒

ヽ
靦

鮒
紅
劉

び
雰

に
は
龍
や
鳥
一

の
彫
刻
が
目
立
ち
ま
す
。

本
殿
は
万
一
間
(
|

。
8愆

余
り

の
木
蕕
で
、
切
妻
造
り
の
平
入
り

形
式
を
な
し
、
厘
根
は
箱
棟
こ
け

ら
ぶ
き
で
勾
配
か
芦
し
い
曲
線
を

呈
し
て
い
ま
す
。
2
゛

軒
回
り
は
二
重
唾
と
な
り
、
組

初
も
詒

で
処
々
に
彫
物
が
施
さ

れ
、
全
体
と
し
て
小
柄
な
が
ら
卮

本
の
あ
る
社
殿
7
ず

。

考古・歴史資料展

甦る足立の古代・中世

会
期
5

月
3
日
I
8
月
3
1日

(毎
週
月
皿
日
休
館
、
5
月

5
日
は
無
料
公
聞
日
)

場
所

郷
土
博
初
館
質
二
展
示

靈
内
容

伊
興
壜
罫
調
棄
で
発
掘

さ
れ
た
古
墳
時
代
の
土
器
、

戦
国
蒔
代
の
東
京
東
部
の
歴

史
參
瘠
く
カ
ギ
を
に
ぎ
る
本

田
震
艾
S

を
】
般
公
開

入
場
料

大
人
誨
円
、
小
・
中

学
生
1
0
0円
、
団
体
(
2
0人
以

‘冫
!
X
一
I

展
示
晩
明
5

月
7
日
、
6
月

4
日
、
7
月
2
日
、
8
月
1
3
　

日
の
午
後
2
時
I
4
蒔
に
当

衂
学
芸
貝
に
よ
る
説
明
が
あ

～
問
合
せ
先

翹
土
博
物
館

S
a
9
3
9
3

講 演 会

古
代
の
祭
祀

―
子
持
勾
玉
を
と
お
し
て

日
時
5
月
5
B
(
金
)
(
無
科
　

公
間
日
)
、
午
後
零
時
I
t
時

鳩
所

郷
土
薄
勧
館
講
堂

内
容
古
代
の
濕
駻
か
ら
発
見
　

さ
れ
た
子
持
勾
玉
を
?
己
　

て
古
代
人
の
生
活
と
信
仰
を

膏
え
る

I
I
I

こ
r
ζ
參
!
Q
y
ヨ
f
S

田
大
学
本
庄
高
等

学
院
歓

鮠
)

吏
員

圃
人
(
先
番
順
)

S
用

無
料
(
当
日
午
硬
1
恥

か
ら
入
場
参
盈

叱
布
)

問
侖
せ
先

郷
土
欅
物
晁

登
跏
1
3

象祀用具の勾玉

写
真

で
た

ど
る

足
立
た
い

む
と
ら

べ
る

明治43年
大洪水にあった北千住駅前

明 冶43 年( 1910 年) 8 月 、 大 洪 水 に あ っ た 北 千 佳 駅

前 で す 。写 真正 面 が 当 時 木 造 平 塵 建て の 北 千 佳 駅 舎 。

ズ ボ ン を ひ ざ まで ま く りあ げ た カ ン カ ン 帽 の 男 畦2

人 と 、 戸 板 に 乗 って と ま ど い 餌 の 子 供 が 写 っ て い ま

す 。 右 儁』の 車 は 煙 葦 売 り の 箱 車 で す 。

こ の 悛、 国 も 治 水 に 力を 入 れ 、 大 正時 代 の 荒 川 放

水 路 新 削 工 事 に つ な が り ま し た 。

( 写 真 提 供 … 千 僅 旭 町 ・ 略 木 保 さ ん)

現在の北千住駅町

このコーナー|こ提供してt・ただける巷の
写友がありましたらご連絡ください。
連絡先 本斤合・広賀課 魯882- |1I 】㈹

昔の写真を募集します
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7 月20 日
新 装オープ ン

家
族
そ
ろ
っ
て
温
泉
は
い
か
が

湯
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」

湯
河
原
「
あ
だ
ち
葱

が
7
月
2
0

日
(
木
)
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

新
し
い
「
あ
だ
ち
荘
」
は
、
区

民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
楽
し
い
休
日

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
さ

ま
ざ
ま
な
設
備
を
整
え
ま
し
た
。

施
設
・
設
備
概
要

▽
鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

地
上
5

階
、
地
下
―
階

▽
全
2
4室
、
収
容
人
員
1
2
5人　

▽
全
客
室

洗
面
場
・
ト
イ
レ

付▽
身
体
の
不
自
由
な
方
が
利
用

し
や
す
く
設
計
さ
れ
た
部
屋
―

室
あ
り
(
浴
室
、
ト
イ
レ
付
)
　

▽
駐
車
場
(
8

台
)

利
用
さ

れ
る
方
は
、
申
込
時
に
、
申
し

出
て
く
だ
さ
い

▽
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

▽
最
上
階
に
大
浴
場
を
設
け
、

浴
場
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
す
ば
ら

し
い
景
色
が
楽
し
め
ま
す

▽
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

▽
多
目
的
ル
ー
ム
(
会
議
、
卓

球
・
バ
ン
パ
ー
等
も
利
用
で
き

ま
す
)

▽
大
広
間
(
9
0
畳
、
舞
台
付
、

レ
ー
ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ
あ
り
)

▽
中
広
間
(
2
5
畳
)

▽
夕
食
客
室
配
膳
、
朝
食
大
広

間
利
用
料
金

▽
大
人
・・・
4
千
2
0
0円

▽
子
県
・・
2
千
3
0
0円(

室
料
・

食
事
料
込
み
)

申
込
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
の

方
申
込
方
法
(

ガ
キ
(
左
表
参
照
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
区

民
生
活
係
　

巍
5
1
7
1

7 月20 日オープンの湯 河原あだち荘

湯河原あ だち荘 の近<
にある 不動滝

伊
豆
高
原
・
湯
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」

7
月
分
の
利
用
案
内

7
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す

。

(
ガ
キ
は
、1
保
養
所
、I
グ

ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在
動
者
の

み
)
、1
枚
に
限
り
ま
す

。重
複
申

し
沁
み
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

賜
河
原
あ
だ
ち
荘
の
利
用
は
、7

月
2
0日
(
木
)
か
ら
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
福
祉
手

当
(
区
制
度
)
お
よ
び

難
病
患
者
福
祉
手
当

の
定
例
払
月
で
す

今
月
は
、
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
(
区
制
度
)
、
難
病
患
者
福
祉
手

当
の
定
例
払
月
で
す
。2
5日
ご
ろ

金
融
機
関
へ
振
込
み
ま
す
。
預
金

通
帳
と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
受
給

者
の
指
定
し
た
金
融
機
関
で
支
払

い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福
祉

係
　

陂
1
1
1
1
㈹

消 費 者 相 談
コ ー ナ

ー

催 眠 商 法
880- 5385

―
―
あ
る
集
会
場
で
「健
康
　

に
い
い
か
ら
」
な
ど
と
調
子

の
良
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
、

高
い
腹
巻
き
を
X
わ
さ
れ
ま

し
た
。し
か
し
、品
質
は
悪

い
し
、
領
収
一
も
く
れ
ず
、

返
品
も
で
き
ず
困
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
相
談
が
、
最
近

綾
瀬
地
域
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

集
会
場
な
ど
に
何
人
も
の
人

を
集
め
、日
用
品
等
を
無
料
ま

た
は
安
価
で
配
り
、
調
子
の
良

い
こ
と
を
言
い
つ
つ
、
高
い
品

物
ま
で
売
り
つ
け
る
商
法
が
あ

り
ま
す

。
多
く
の
人
が
催
眠
術

を
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
高
い
物

を
賈
わ
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

「
催
眠
商
法
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

健
康
食
品
、
健
康
機
器
、
羽

毛
ふ
と
ん
な
ど
が
こ
の
商
法
で

良
く
充
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
必
要
の
な
い
物
を

高
い
価
格
で
買
わ
さ
れ
な
い
よ

う
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

も
し
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
場

合
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ

等
の
解
約
制
度
も
あ
り
ま
す
。

業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
相
談
に

つ
い
て
は
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

ま
で

。

都
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

東
京
都
議
会
議
貝
の
任
期

が
7
月
2
2日
に
満
了
し
、こ

れ
に
伴
い
、
都
議
会
議
貝
選

挙
が
7
月
に
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

区
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
都
巌
会
議
員
選
挙
の
立

候
補
予
定
者
に
対
し
、
次
の

と
お
り
事
前
説
明
会
を
閧
催

し
ま
す
。

※
こ
の
時
に
立
候
補
届
け
出

に
必
要
な
各
種一
類
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、必

ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
5

月
2
3日
(
火
)
、午

後
1
時

堤
所

本
庁
舍
(
千
庄
)
7
　

階
会
議
室

参
加
人
a
l

立
侯
補
者
に

つ
き
2
名
ま
で

問
合
せ
先

区
選
挙
管
理
委

貝
会
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

湯
っ
た
り
、の
ん
び
り

は
だ
か
の
ふ
れ
愛

浴
場
無
料
開
放

区
民
の
皆
さ
ん
に
、
手
近
な
温

泉
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た

め
。
公
衆
俗
場
組
合
の
協
力
で

、

区
内
1
2
9浴
場
の
一
斉
無
料
開
放
日

を
設
け
ま
し
た
。

日
程

下
表
の
と
お
り

□
第
1
回
開
放
日
は
5
月
5
日

5
月
5
日
は
端
午
の
節
句
で

、

お
子
さ
ん
が
無
料
と
な
り
ま
す

。

こ
の
節
句
は
、
古
く
は
女
の
子
の

祭
り
で

、
菖
蒲
で
作
っ
た
小
さ
な

小
屋
の
中
で

、
一
晩
中
ま
ま
ご
と

遊
び
を
し
た
日
だ
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。江
戸
中
期
以
降
〝菖

戸

が

ぶ

武
〟
に
通
じ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
し
だ
い
に
男
の
子
の
祭

り
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た

。

銭
湯
で

、
お
子
さ
ん
と
こ
ん
な

話
を
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
健
康
管
理

課
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

なお、改築等により休みの銭湯もあり ます。

く
ら
し
の

情

報

こ
ど
も

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
の
悩
み
な
ど
に
つ
い

て

、
私
立
保
育
園
で
育
成
相
談

を
吁
っ
て
い
ま
す
。
経
験
豊
か

な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
相
談
に
お

答
え
し
て
い
ま
す
。

相
談
の
秘
密
は
厳
守
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
・
相
駁
日

▽
興
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
　
2
3
　
8
9
0
3
2
0
0

∵
:
毎

週
月
・
土
暇
日

▽
親
隣
館

保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
-
6
　
　
　
8
8
9
3
8
6
0
)

・・・
毎
週

水
・
金
曜
日

▽
新
田
保
育

園
(
新
田
2
-
1
1
1
0
　
　

Ⅲ
6
4
6
6
)

・
:
毎
週
火
・

木
曜
日

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

ぜ
ん
息
キ
ャ
ン
プ

参
加

者

募
集

気
管
支
ぜ
ん
息
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
ぜ
ん
息
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
ま
す
。

日
程
8
月
3
日
～
8
日

場
所

茨
城
県
水
酲
道
市

「
あ
す
な
ろ
の
里
」

対
象

区
内
在
住
の
気
管
支
ぜ

ん
息
の
児
童
・
生
徒
(
小
3
　
I

中
3
)
た
だ
し
、
公
害
訶

認
定
思
者
は
除
く

定
員
2
0

人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
期
間
5
月
8
日
～
1
2
日

申
込
方
法

申
込
一

に
必
要
事

項
を
記
入
し
、窓
口
へ
(
用
紙

は
公
害
補
償
係
に
あ
り
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

公
害
補
償
係

8
8
2
-―
―
―
㈹

家
庭
福
祉
員
が

お
子
さ
ん
を

預
か
り
ま
す

共
働
き
等
で

、
昼
間
お
子
さ

ん
を
保
育
で
き
な
い
方

、
預
け

る
所
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

預
か
る
時
間
午
前
8
時
～
午
　

後
5
時
(
約
8
時
間
)

対
象
3

歳
未
満
の
児
童

賀
用

月
額
2
万
3
千
円
(
ミ

ル
ク
代
等
別
)

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉

協
議
会
　
8
8
8
1
5
5
0

福

祉

戦
傷
病
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金

申
請
受
付
中

対

象

者

①
現
在
、戦
傷
病
者
等
の
妻
　

に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
受
　

給
権
を
取
得
し
、夫
が
昭
和
　

6
1
年
1
0
月
1
日
に
第
5
款
症
　

以
上
の
増
加
恩
給
等
を
受
給
　

し
て
い
る
方
で
、次
に
該
当
　

す
る
方
(
現
在
、国
債
を
償
　

扈
し
て
い
る
方
も
含
む
)
　

▽
第
2
回
特
別
給
付
金
「ぬ
　

号
」(
1
0
万
円
ま
た
は
5
万
円
)
　

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
　

▽
第
6
回
特
別
給
付
金
「い
　

号
～
り
号
J
(
3
0
万
円
ま
た
は

1
5万
円
)
の
受
給
権
を
取
得

し
た
方

7
第
8
回
特
別
給
付
金
「
い

号
I
は
号
」(
5万
円
ま
た
は

2
万
5
千
円
)
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

▽
第
1
1回
特
別
給
付
金
「
い

号
」(
2万
円
ま
た
は
1
万
円
)

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
　

②
昭
和
5
8年
4
月
1
日
ま
で

に
、
戦
傷
訶
者
等
(
第
5
款

屁
以
上
)
の
妻
に
な
っ
た
方

③
第
2
回
特
別
給
付
金
「
ぬ

号
」、
第
6

回
特
別
給
付
金

『
い
号
・
ろ
号
』、
第
H
回
特

別
給
付
金
「
い
号
・
ろ
号

」

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

で

、
昭
和
5
8年
3
月
3
1日
ま

で
に
夫
が
平
病
死
し
た
方

脾
求
期
限
9

月
3
0日

騎
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

民
生
係
　
8
8
2
-
1
1
1

㈹

住

宅

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
備
が
済
ん
で
い

る
地
域
内
に
、
家
屋
等
を
新
築

し
た
方
は
、
庄
所
を
定
め
る
た

め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
决
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

建
築

確
認
一

一
式
、
印
か
ん

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

庄
居
表
示
係

8
8
0
5
0
3
1

住

宅
修

繕
等
の

相
談

住
ま
い
の
増
改
築
な
ど
の
ほ

か

、
ち
ょ
つ
と
し
た
修
繕
で
も

お
気
唖
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

足
立
区
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー

(
区
内
建
築
笑
者
団
体
)
へ
、

施
工
業
者
の
あ
っ
せ
ん
を
依
頼

し
ま
す
。

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

区
民
相
談
室

8
8
2
1
1
1
1
㈹

お
し
らせ

地
震
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
配
布
中

地
震
の
時
に
は

、
お
と
し
よ

り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど

に
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
が
必

要
で
す

。

そ
こ
で

、
障
害
等
を
持
つ
方

や
ご
家
族
、
近
所
の
方
々
に
、

地
震
に
対
す
る
知
識
や
心
構
え

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め

「
障
害
者
と
地
域
社
会
の
た
め

の
地
震
防
災
「
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
ま
し
た

。

区
民
の
皆
さ
ん
も
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

方
々
を
災
害
か
ら
守
る
手
引
き

と
し
て
、活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

嘴
報
公
開
課
(
本

庁
舎
・
中
央
本
町
庁
舎
)
、区

民
事
務
所
窓
口

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

災
害
対
策
課

8
8
0
5
0
1
1

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

指
導
員
(
非
常
勤
)
募
集

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
身
体
障
害
者
の
職
業
訓
練

の
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

資
格

身
体
障
害
者
に
対
す
る

作
業
指
導
等
に
経
験
あ
る
方

勤
務
場
所

心
身
障
書
福
祉
セ

ン
タ
ー
江
北
分
窒

勤
務
日
月
曜
日～
金
曜
日

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー

8
8
3
6
1
7
1
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利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

中

小

企

業

融

資

設
備
近
代
化
資
金
を
新
設

区
で
は
、
区
内
中
小
企
巣
者
の

経
営
安
定
や
設
備
の
近
代
化
等
に

役
立
て
る
た
め
、
東
京
信
用
保
証

協
会
と
金
融
機
関
の
協
力
に
よ
っ

て
あ
っ
せ
ん
融
資
を
行
っ
て
い
ま

す

。
こ
の
融
資
の
内
容
を
4
月
1

日
か
ら
大
幅
に
改
定
し
、
区
民
の

皆
さ
ん
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
し
ま
し
た
。
新
し
い
融
資
条

件
等
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。足立区中小企業融資一覧

主
な
改
正
点

□
設
備
近
代
化

資
金
を
新
設

触
資
条
件

左
表
の
と
お
り

融
資
対
象

生
産
性
や
付
加
価
値

を
高
め
る
機
械
、
装
置
で

、
次

の
条
件
を
整
え
る
も
の

▽
区
内
に
設
置
す
る
設
備

▽
設
置
し
よ
う
と
す
る
設
爾
は

新
品
で
あ
る

※
な
お
、
申
し
込
み
は
商
工
相
談

員
が
受
け
付
け
ま
す
。

□

返

済
期

間
を

6
ヵ
月

延
長

▽
運
転
、
小
規
模
・・・
3
年
を
3
　

年
6
ヵ
月
に

▽
設
備
、
大
型
店
対
策
。
公
害

防
止
施
設
・・・
5
年
を
5
年
6
ヵ

月
に

□

設
備

資
金

の
限
度

額

1
千

万
円

に引
き

上
げ

□

大

型
店
対

策
資

金
の

対

象
を
拡

大

▽
中
型
店
(
店
舗
面
積
刈
平
方

㍍
以
上
鴎
平
方
㍍
以
下
)

も
対

象
に
加
え
た

▽
対
象
店
か
ら
の
融
資
適
用
距

離
を
広
げ
た

□
同

一
資

金
の

追
加

融

資
も
受

け
付

け

現
在
返
済
中
の
資
金
で
も
、
限

慶
額
か
ら
追
加
申
込
時
の
残
高
を

差
し
引
い
た
範
囲
内
で
追
加
申
し

込
み
が
で
き
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
商
工
振
興
課
融
賢
係

8
8
0
5
1
9
1

福

祉
の

ま

ど

綾

瀬
福

祉
作
業

所

通

所

者

募

集

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
綾
瀬
福
祉
作
笑
所
の
通
所

者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

身
の
回
り
の
こ
と
が
で

き
、
就
労
意
欲
が
あ
り
、
作

業
所
へ
ひ
と
り
で
通
所
で
き

る
1
5
歳
以
上
の
心
身
障
害
者

募
集
人
員

若
干
名

募
集
期
間
4

月
2
6日
～
5
月

1
0日

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー

8
8
3
6
1
7
1

身
体
障
害
者
用
三
輪

自
転
車
購
入
費
の

一
部
を
助
成

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め

に
、
一
般
用
三
輪
自
転
車
等
を

利
用
で
き
な
い
方
が
、
身
体

障
害
者
用
三
輪
自
転
車
を
購

入
す
る
際
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

区
内
在
住
の
身
体

障
害
者
手
帳
所
持
者

助
成
額

下
表
の
と
お
り

※
申
請
す
る
方
は
、
身
体
障

害
者
用
三
輪
自
転
車
の
利
用

の
可
否
に
つ
い
て

、
事
前
に

業
者
と
よ
く
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

・
障
害
福
祉
係

唹
1
1
1
1

㈹

身体障害者用三輪自転車購入費助成　基準表

国
民
年
金
Q
&
A

国
民

年
金
の
加

入
は
?

Q
2
0歳
に
な
り
「
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
聞
き
ま
し
た
。
何
年

関
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

A
2
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の
4
0

年
間
で
す
。

国
内
に
住
む
2
0
歳
以
上
6
0歳
未

満
の
人
は
、
昼
間
部
の
学
生
な
ど

一
部
を
除
き
、
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

将
来
、
無
年
金
者
と
な
ら
な
い
た

め
に
も
必
ず
加
入
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

Q
自
営
業
で
す
が
、
初
め

て
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
す
。
手
続
き
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
国
民
年
金
の
賢
格
は
、
2
0

歳
の
時
点
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。し
か
し

、
2
0歳
以
降
の
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
の
加
入
期
間

や
昭
和
6
1年
3
月
以
前
に
配
偶
者

が
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た

期
間
は
除
か
れ
ま
す

。

な
お
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る

の
は
2
年
前
の
分
か
ら
で
す
。
6
0

歳
ま
で
の
納
付
済
期
間
(
3
6
年
4

月
以
降
の
厚
生
年
金
、
共
済
組
合

加
入
期
間
も
含
む
)
が
2
5年
に
満

た
な
い
場
合
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

手
統
堤
所

区
民
事
務
所
、
国
民

年
金
課

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
印
か

ん

▽
厚
生
年
金
手
帳
(
本
人

や
配
偶
者
に
厚
生
年
金
加
入
期

間
の
あ
る
方
)

▽
入
退
社
日
、

結
婚
年
月
日
の
メ
モ

※
く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
課
　
(

膕
5
1
5
1
)

ま
で
。

Q
概
に
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
ま
す
が
、
、サ
ーフ
リ

-
マ
ン
の
妻
の
手
続
き
は
ど
う
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
、
国
民

年
金
の
第
3
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

手
続
き
は
、
区
民
事
務
所
ま
た

は
国
民
年
金
課
に
あ
る
「
第
3
号

被
保
険
者
該
当
届
出
自
」に
、配
偶

者
の
助
務
先
で
確
認
を
受
け
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
印
か
ん
、
国

民
年
金
手
帳
も
忘
れ
ず
に
。

第
3

号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
か
ら

ま
と
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
届
け
出
が
2
年
以
上
遅
れ
る

と
、
未
納
期
間
が
生
じ
ま
す
。忘
れ

ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は

ず
れ
た
時
、
配
偶
者
が
会
社
等
を

や
め
た
時
、
配
偶
者
の
加
入
し
て

い
る
年
金
の
種
類
が
変
っ
た
時
、

配
偶
者
が
会
社
を
変
っ
た
場
合
、

厚
生
年
金
等
未
加
入
の
期
間
が
あ

る
時
は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金
課
　

脚
5
1
5
1

平成元年度

特別区職員採用試験

問合せ先: 特別区人事委員会試験課

〒102 千代田区九段北1- 1- 4

東京区政会館内
265- 0671( 代)

○ 採用試験広告、申込書は告示日以降各区役所人事担当課( 職員課、人事課等) 及び東京区政会館で配布します。な

お、郵送による申込書請求の場合は、返色用封筒( 120 円切手をはった大学ノート大の定型外封筒) を同封のうえ、
封筒の表に希望する探用区分名を朱書きして特別 区人事委員会事務局試験課あてお送りください。
(例) Ⅰ類採用試験の場合― ―「Ⅰ類申込書請求」

○ 募集職種、採用予定数、受験資格等の詳細については、それぞれの採用試験公告をご覧ください。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
(
ヴ
ィ
ーザ
ー

ヴ
ィ
)
無
料
講
習
会
4

月
2
6

貝

水
)
、
午
前
1
0時
3
0分
I
正

午
/

保
罹
セ
ン
タ
ー
/

初
心

者
、
子
ど
も
づ
れ
の
方
も
ど
う

ぞ
/
佐
藤
　
8
8
4
7
8
8
7

☆
第
9
回
木
場
会
辰
(
油
絵
)
4

月
2
6日
I
5

月
1
日
(
1

日

は
午
後
3
時
ま
で
)
/

区
民
ホ

ー
ル
(

西
新
井
ニ
チ
イ
4
階
)
/

新
規
会
員
募
集
中
/
池
田
　
8
8
3
6
2
6
2

=
募

集
=

☆
俳
句
の
会

毎
月
1
回
(
木

曜
日
)
、午
後
1
時
～
3
時
/
老

人
会
館
/
月
額
鴎
円
/
小
郷
　
8
9
9
1
2
4
4

☆
舎
人
少
年
サ
ッ
カ
ー
毎
週

月
・
水
主
曜
日
、午
後
4
時
3
0

分
～
6
時
百
曜
日
は
試
合
中

心
)
/
舎
人
小
、舎
人
第
一
小
/

月
額
2

千
円
/
坂
上
　

臨
0
7
3
1

☆
陶
芸
「
釉
」の
会

月
2
回
、

火
曜
日
、午
前
1
0
時
I
午
後
3

時
/
梅
田
セ
ン
タ
ー
/
月
額
3

千
円
程
度
/
小
倉
　
8
5
2
1
4

☆
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
(
柳
原
フ
″

ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
)
毎
週
木
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
柳
原

小
学
校
/
6

人
制
/
高
校
生
以

上
の
男
女
/
石
原
　

朏
1
9

☆
ビ
ッ
キ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
月
4
回
、
午
後
6
時
1
5
分
～

8
時
/
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

/
入
会
金
3
千
円
、月
額
3
千

円
/
吉
川
　
莇
1
7
9
3

☆
心
の
病
の
家
族
相
談
室
毎

週
月
曜
日
、午
後
1
時
～
4
時

/
足
立
区
精
神
障
害
者
の
家
族

会
事
務
所
(
梅
島
二
丁
目
)
/

あ
し
な
み
会
事
務
局
　
叫
4
3
3
9 ☆

ヨ
ー
ガ
同
好
会
毎
週
金
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
J
時
3
0
分
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
入

会
金
千
円
、月
額
2
千
5
0
0
円
/

初
心
者
歓
迎
/
細
矢
　
8
8
3
5

☆
江
北
ジ
ャ
ズ
体
操
同
好
会

毎
週
土
曜
日
、午
後
7
時
～
8

時
4
0分
/
江
北
中
学
校
体
育
館

/
月
額
网
円
/
浜
田
　
8
9
8
4

8
4
7
(
午
後
1
0
時
ま
で
)

☆
ラ
ブ
リ
ー
ヨ
ガ
(
サ
ニ
ー
足

立
)
毎
週
火
曜
日
、午
前
1
0

時
～
1
1
時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/

甲
込
金
3
千
円
、
月
額
2
千
円
/

初
心
者
、
中
高
年
、
子
ど
も

づ
れ
の
方
も
ど
う
ぞ
/
一
岡
　

鬧
5
り乙
Q
)
2

☆
俳
句
初
歩
の
会

毎
月
第
3

日
曜
日
、午
後
1
時
～
4
時
3
0

分
/
産
業
振
興
館
/
月
額
7
0
0
円

(
会
誌
代
を
含
む
)
/
講
師
指
導

あ
り
/
小
林
　
7
6
4
8
7
5
8

☆
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
毎
週
木
曜

日
、午
後
7
時
～
8
時
/
上
沼

田
町
民
会
館
/

入
会
金
2

千

円
、
月
額
3
千
円
/
町
田
8
9
6
5
5
9
1
(

午
後
6
時
以
降
)

☆
新
体
操
(
東
京
ジ
ュ
ニ
ア
新

体
操
ク
ラ
ブ
)

毎
週
木
曜
日
(

第
3
週
は
火
曜
日
)
、
午
後
5

時
～
6

時
3
0分
/
マ
ツ
ダ
オ
ー

ト
梅
島
体
育
館
/
入
会
金
3
千

円
、
月
額
3
千
鴎
円
/
幼
児
～

中
学
生
/
大
河
内
　
8
8
2
1
2

☆
タ
ッ
プ
&

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

(
パ
セ
リ
)

土
曜
日
、
午
後

了
時
I
8

時
3
0分
/
伊
興
セ
ン

タ
ー
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3

千
円
/
甲
斐
　
8
9
9
6
6
7
4
(

夜
間
)

掲示
板

□
「
わ
が
ま
ち
・
マ
イ
タ
ウ
ン

」

作
文
・
論
文
募
集

都
で
は

、「
ふ
る
さ
と
と
呼
べ

る
ま
ち
I

東
京
」
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の
作

文
・
論
文
を
募
集
し
ま
す

。

応
募
資
格

▽
都
民
お
よ
び
外

国
人
を
含
め
東
京
に
関
心
の

あ
る
方

▽
作
文
・
提
言
の

部
・・・
平
成
元
年
5
月
1
日
現

在
の
在
学
年
で
区
分

▽
諭

文
・・・
グ
ル
ー
プ
の
共
同
執
筆

も
可
(
代
表
者
を
明
記
)

原
稿
(
い
ず
れ
も
伽
字
詰
め
原
　

稿
用
紙
)
▽
小
学
生
…
3
　

枚
程
慶
▽
中
学
生
・
・
・
4
枚
　

程
度
▽
一
般
(
高
校
生
以
　

占
・
:
5
～
8
枚
▽
諭
文
　

・
:
2
0
-
3
0枚(
統
計
表
・
グ

ラ
フ
等
を
含
む
)

▽
原
則

と
し
て
日
本
語

▽
別
紙
に

住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、職

業
(
学
校
名
、
学
年
、
勤
務

先
)
、電
話
番
号
を
明
記

▽

未
発
表
の
も
の
に
限
る

応
募
方
法

郵
送

応
募
期
限
5

月
3
1日
消
印
有

効
応
募
・
問
合
せ
先

都
総
務
笳

地
域
振
興
課

ふ
る
さ
と
作

文
・
論
文
募
集
係
(
〒
川
-
　
8
1

千
代
田
区
丸
ノ
内
3
-
5
　
-
1
　
2
1
2
5
1
1
1

㈹
)

□
ワ
ー
プ
ロ
中
級
講
習
会

日
時
5

月
2
9日
～
6

月
2
日

午
後
6
時
I
8

時
2
5分

定
員
3
0

人

受
講
料
2

千
円

申
込
方
法

受
講
申
込
S
に
記

入
の
う
え
、
受
講
料
を
添
え

直
接
窓
口
へ

受
付
期
間
5

月
8
-
1
2
日

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
江
戸

川
技
術
専
門
校
6
1
4

□
交
通
遺
児
の
授
業
料
減
免

対
象

保
護
者
が
自
動
車
事
故

に
あ
っ
た
、
私
立
高
校
・
高

専
の
生
徒
(
所
得
制
限
あ
り
)

減
免
額

学
校
で
定
め
る
額

問
合
せ
先

在
学
校
ま
た
は
総

務
昜
学
事
第
一
課
　
2
1
2
5
　
1
1
1

㈹

□
所
得
税
の
白
色
申
告
者
記
帳

・
記
録
保
存
制
度
に
つ
い
て

記
帳
制
度

事
業
所
得
等
の
あ

る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

当
た
る
方
は
記
帳
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

▽
そ
の
年
の
前
年
1
2月
3
1日
に

前
々
年
分
の
事
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3/ 13 第1回全住区バンパー大会
「第1 回全住区バンパー大会」が中央本町センターで
開がn ました。区内35の住区センターから140人の選手
が参加し、技を競い合いました。どの選手も真剣な表
桐で、樗蹣を鐘Q ていました。この日の団体優勝は、
梱颶住区センターでした。

3
/
1
5
児
童
・
生
徒
の
褒
賞

全国レベルの大会等で優秀な成績をおさめた児童
・生徒の褒賞が行われました。63年度第2 回目で、藤
田祐美さん( 長門小5 年) 、多田真純さん( 長門小3
年) 、市村昌史くん( 五反野小5 年) 、古市留巳さん(
千寿第七小2 年) 、矢作友香さん(千寿第一小6 年)
の5 人か受賞しました。

3/ 21 区民オーケストラ
第1 回 定 期 演奏 会

昨年結成し、練習を重ねてきた足立区民オーケスト
ラの第1 回定期演奏会が、文化会館で開がれました。
この日、満異のお客さんの前で、区歌「わかまち足立」のオーケストレ ーションが作曲者圈伊玖寤氏の指揮で
初扱露されました。

情 報 コ ー ナ ー 法 律相 談 ( 予約制… 電話予約可) 区民相談室　( 882) 1111 ㈹
□ 区 役 所 本 庁 舎1 階 区 民 相 談 室
相談日は、毎週月・木曜日、午後
1時～4時

□ 中 央 本 町 庁 舎2 階 相 談 室
相談日は、毎月第2・4水曜日、午後
1時～4時

登録しませんか

女性人材銀行
区内には、さまざまな技術や能力
を持った女性がたくさんいます。ま
た、そうした能力の提供を必要とす
る方も数多くいます。
区では、そうした方々の相互の連
けいを深めることを目的に、女性人
材銀行を設立します。
多くの皆さんの瞽録をお待ちして
います。
ジャンル　 文化・芸術活励　 レ
クリエーション・健康体力づくり
活励　 おとしより、障害を持つ
方の介護　 公認会計士、看護婦
等の資格、免許のある方　 外国
人への日本語指4　 その他( ジ
ャンルは問いません)
対象 区内在住・在勤・在学の女性
登録方法 電話またはハガキ(住所、
氏名、年齢、職業、電話番号、登
録ジャンルを明記)

申込・問合せ先 婦人総合センター
〒1231f i田7- 33- 1
880―5222

女性学入門講座

主婦から の自立
・主婦。とは 何か。この間 黼a 、

女性 ばかりでなく、 人閥が人 間らし
く生 きていくうえで 大きさ四 鼈では
な いでしょうか。
女徃の自立につい て。改めて考え

て みませんか。
日畤5月17日～6月14日の曩i i 蜀7k　
皿日、T浚2時～4時( 全5回)

対象 区内在住 ・在勤・在学 の方
内 容　 専業主婦 が生まれた 背景

主婦論争を 簷む　 勳きはじめ　
た主婦たち

講師 武田京子氏( 9 鑰豐)
輿用 匐ぶ
申 込方法 判弓魯ハガ キに住所、氏名、
年 齢、皿貪、電 話番 号。希望蓖注l、
「驫性孚受 謫希望 」と明配

申i 入1輹衰5 月51 ヨ、11巷
※ 託児( 2畿～学齢前1希望の方は
子どもの名前 ・生 年月日も明 配。
場所・申込・問合 せ先 婦人総 合セ
ンター 〒123 梅田7 ―33―1
880 ―5222

< 心身障害福祉センター>

絵画講習会
講師を募集

心莠障害扣祉センターでは、障害
者の方ととも忙級膕を楽しみ、基礎
的な指導をする爾師を曹篥します。
日時 毎S 火匯日、午前中
蟻所 心身昧き福祉センター東六月
町分室
申込・問合せ先 心身。4,窗藁11セン
ター　883- 6171

みんな で行こう
児 童 館 ま つり

5 月6 日・7 日

□ パネルデ ィスカ ッション
日畤5月6日( 土) 、午後2畤～1時　
30 分

対 象 区内在住・ 在屬跏・在学の方
テ ーマ 「孑 どもたち棯今」(パネラ ー
それぞれの分野から、ど んな働きか
けをし ているのかを 語る)

基調 購濱 斉蒹次縣氏( ジャーナリ ス
ト)

パ ネラ ー 番壜 哲 司氏 【整 形 外 科医
師】、岩 晞能二氏( 千 寿第五小 学 校教
抽) 、和井田恭子氏( 母親)

定員150 人( 先 箸朋)

□ 遊ぼう・作 ろう、発表コ ーナー
昔の遊びに 挑峨し たり、UFO 作り

等があり ます。 子ども。お毋さ んたち
の人形劇、太鼓 、バト ン等の発表。
日時5月7日( 日) 、午前10時～午後　
4時

対象 幼児、 児童。区民
場所6 ・7 日とも。東部区民 福祉セ
ンタ ー( 入場 無料)

※ 6 日のパネ ルディスカッション では
託児室の用 意もあ ります。
問 合せ先 中央本 町庁舎・住区施 設課
事業係　880 ―5181

エ イッ!

少年剣道大会

日時6月11日( 日) 、受付時周…午　

前8時～80S3O: 分、開会式…午前　
9 時

場 所 総 合 ス ポ ー ツ セ ン タ ー

参 加 資 梠 区 内 在 住 ・ 在 学 の 小 ・中　
学 生

覬技力法トーナメント方式の学年　

別個人楸( 小学4年生～中学3年　

生 は 決 腸 ト ー ナ メン ト あ り)

j 乙参 す る 物 防 具 一 式 、 昼 食 、 下 風　

き 入 れ

定 員1, 200 人( 先 着 順)

畊 込 方 港1 主1裏7 丶戈fキ にt む夛F、 氏 名　(
フ リガ ナ) 、 亀 曙 、 枇 別 、 身 長 、

学 校 名 、 学 斤 、 所 画 団 体 名 、 剣 道　

歴 、 滕Q 【中 学 生 の み 】 を明 記

申 込 淵 鱶5 月13 日必 ●

申 込 ・ 問 合 せ 先 本 庁 舎 ・ 体 育 課

〒I X) 千 住1 ―4 ―18

882 ―1111 ㈹

老 人 会 館
手

芸 教 室

日時5月～了月の第2・4土曜　
日、午後1時～3時
対象60 歳以上の区民
内容 ちぎり絵、マクラメのタビス
トリー、巾着袋の作成
定員30 人( 抽選)
費用 一部実費負担
申込方法 直接窓口または電話
申込期限4 月30日
場所・申込・問合せ先 老人会館
西保木閠4- 9- 1
859―9732

花畑区民センター

手作り絵本教室
「足立百 の語り伝え 」から、〝花畑の
名のおこり。を 中心に絵本作りを 行
います。 絵冰を自 分の手で 作ってみ
たい方。ぜ ひご 番加ください。
日時5月～2年3月、毎月第3木　
矚日。午前1( 鳶寺～正午

定員10 人( t 襴順)
費用 無科
申 込:方法 直接窓 口また6 電晒

史跡散歩 教室
花61閥辺の神社。寺、名所、1日萋

などを訪ね歩きます。歴史を学んで
みたい方、どうぞご参加ください。
日時5月～2年3月、毎月癲2・　
4土● 日、午前1C鋳～正午'

対象gi 差以 上のR 匣
定員10 人( 先● 瑣)
費用 無科 。
申i &方法 鰒接窓 口またはー話

――いずれも――
申 込・問合せ先 花 畑区匣センタ ー

8! 50―2617

区内施設めぐり
――観光協会主催

区内の公共施段、名所をバスで巡
ってみませんか。
日程5 月11日(木)
集合場所・時関 本庁舎(千住)玄関
前、午前8 時20分

主な見学先 炎天寺、西新井大師、
都市農業公園、足立清掃工場等

定員80 人(先番順)
参加費 レ観光協会会員… 1, 500円
一般… 2, 000円(いずれも昼食
付)
※当日お支払いください。
申込方法 電話予約( 4 月26日から)
申込・問合せ先 観光協会事務局
(中央本町庁舎・商工振興課内) 　
880―5191

春の区民ハイキング

朔日5 月28日(日)、日帰り
壜所 葬坂山塊 黒岳
コース 河口湖一三ツ畛登山ロー旧
御坂峠一御坂山一凧岳一破風山一
新道峠一大石部落一月囗湖
集合姐所・時間 冰庁舎( 千住) 前、
午前6 時襃}分
対耋18纜～65纜で区内在住・在動　
・在学の方

定員100 人
費用6, 0{ xj 円
申込方法 申込月≡顯に 記入し、&・
を添え、直接申し込み

申込期限5 月加日
申込先　駒草d」荘…千住1―33―　
9、　881―2490　マツノスポー　
ツ…團京2―16―11、　848- 5101

問合せ先 足立区山岳礫懼 荒川
889- 8D00

< 第11期成人セミナー>

近代日本画の世界 狩野芳崖から 現代 作家へ

独自の装飾性、 様式性、線描や余白
の妙味、色彩の美し さ…。 私たち の感
性にぴったりと合う 、日本圓の魅力を
さぐ ります。
日時 ・内容 右表 のとお り
蝿所 中央本酊センタ ー
詞 梟 区内在住・ 在勤者で 全回出席可
匍 な方( 講座ではグ ルーブづくりも
行い ます)

講癲 細蒡正信氏( 山種美術館学芸部 長)

定員50 人( 抽選)
輿用 無料( 教材費等実費負担)
申込方法 往復 ハガキに住所、氏 名、
年齢、職業 、電話 番弓、r虞 人セミナ
ー受講希望 」と明記

申込期限4 月30 日消印有効
申 込・問合せ先 太庁舎・文化 齷興佩
〒l a 千 住1- 4- 18
882- 1111 ㈹

第11期成人 セミナー日程 表

毎週木曜日午後6時30分～8時30分

N. T. S. 　240, OO0


